
「
大
手
企
業
へ
の
入
社
が
安
泰
と
言
え
る
時

代
は
終
わ
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
は
会
社
の

名
前
で
は
な
く
、
自
分
自
身
で
戦
え
る
武
器

を
身
に
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
」

　

そ
う
語
る
の
は
、
成
果
報
酬
型
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
と
い
う
競
合
他
社
と
一
線
を
画
す

ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
展
開
す
る
プ
ロ
レ
ド
・

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ
で
経
営
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と

し
て
活
躍
す
る
小
林
一
航
さ
ん
だ
。

　

小
林
さ
ん
は
、
第
一
線
で
活
躍
す
る
先
輩

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
か
ら
ノ
ウ
ハ
ウ
を
学
び
な

が
ら
、
圧
倒
的
な
ス
ピ
ー
ド
で
成
長
を
遂
げ

る
こ
と
が
で
き
る
同
社
に
入
社
を
決
め
た
。

 

「
大
手
と
は
違
い
、
当
社
で
は
入
社
後
数
カ

月
も
た
た
な
い
う
ち
に
担
当
企
業
を
任
せ
ら

れ
ま
す
。
私
の
場
合
は
、
入
社
１
カ
月
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
し
、
企
業
の
役
員
ク
ラ

ス
の
方
々
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
か
ら
現
場
で
の
実

行
支
援
ま
で
経
験
し
ま
し
た
」

　

入
社
以
来
、
主
に
Ｉ
Ｔ
通
信
関
連
の
コ
ス

ト
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
担
当
。
ホ
テ
ル
や

小
売
店
、
タ
ク
シ
ー
会
社
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

業
界
で
の
案
件
を
手
掛
け
て
い
る
と
い
う
。

「
成
果
報
酬
だ
か
ら
こ
そ
、
徹
底
的
に
結
果

に
コ
ミ
ッ
ト
し
、
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
の
期
待
を

超
え
た
成
果
を
出
す
こ
と
が
私
の
ミ
ッ
シ
ョ

ン
で
す
。
責
任
も
重
大
で
す
が
、
お
客
さ
ま

を
巻
き
込
み
、
い
か
に
早
く
経
営
課
題
を
解

決
で
き
る
か
と
い
う
経
験
を
入
社
間
も
な
い

時
か
ら
積
む
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
」

　

す
で
に
数
多
く
の
案
件
を
手
掛
け
て
き
た

小
林
さ
ん
。
さ
ら
な
る
成
長
を
目
指
し
、
今

日
も
顧
客
の
経
営
課
題
と
向
き
合
い
続
け
る
。

戦略を立てていくコンサルタントにと
って、日頃から考えることが好きとい
うのは必要条件でしょう。また、周囲
を巻き込み戦略を実行していくため、
人への興味やコミュニケーションが好
きという方は向いていると思います。

この職種に向いているのは
どんな人だと思う?

考えることが好きで
人に興味がある方

Q
A

仕事に関することだけではなく、日頃
からさまざまな本を読み、知識をイン
プットすることを大切にしています。
能動的に考える機会や知識を増やして
いくことで、ふとした時に仕事に生か
せたりすることもありますね。

人生を充実させるために
大切にしている時間は?

読書などを通して
知識をインプットする時間

Q
A

プロジェクトを成功に導くためには、
クライアントの経営層はもちろん、現
場まで巻き込んで施策を行っていく必
要があります。当社では早くから実践
を通して、人に影響を与え、巻き込ん
でいく経験を積むことができます。

今の仕事を通して伸ばせるのは
どんなスキル?

コンサルタントに不可欠な
人を巻き込む力

Q
A

綿密な戦略を立てても、実際に実行で
きなければ意味がありません。企業の
歴史やお客さまの人柄も理解し、どの
ように伝えればお客さまが気持ち良く
動いてくれるのかを日々考えて仕事に
取り組んでいます。

この仕事の難しさって
何だと思う?

どんなにロジックを通しても
それだけでは人は動かせない

Q
A

今後は国内だけでなく、海外の案件にも挑戦してい
きたいと考えています。また、社内でもコンサルテ
ィング領域の拡大に向けた新たなプロジェクトが複
数立ち上がっており、私も積極的に参加するように
しています。新たなチャレンジを通して、自分の可
能性を広げていきたいですね。

これから挑戦したい仕事や
目指すキャリアって?

海外案件や今後会社の軸となるような
新たなビジネス領域で活躍

Q
A

クライアントからは3カ月間でとても高い実績を上
げることを求められていました。その中で徹底して
取り組んだのは、お客さまと密にコミュニケーショ
ンを取り、改善提案はもちろん、日々の連絡なども
スピーディーに対応するということ。結果、目標の
130％の実績を出すことができました。

入社後、自分の成長を
感じたのはいつ?

初めて大きな成果を上げることができた
入社１年目の冬に手掛けたプロジェクト

Q
A

圧倒的な成長スピードを実現
新卒１年目で企業再生の担い手に
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